人事委員会傍聴者の声（4）

久しぶりに人間の言葉を発言する校長がいた。尋問が終わった時、期せずして、満席の傍
聴席から感動の拍手が起こった！
12.16卒業式⑦グループ・納屋信(篠崎高校校長)・塚内恒司(前荒川商業高校校長)

*「私は、篠崎高校を最後に今春退職しました。篠崎高校の納屋校長の職員会議での有様が、今日再現されていました。『記憶にありません』『答える必要がありません』の連発でしたから、何度校長の暴言を巡って紛糾したことか・・・。篠崎の請求人、代理人の質問は彼の人格を真に引きずり出した感があります。この闘いは、私にとっても人間の良心を守る闘いともなっています。共に頑張りましょう。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(相馬佳子・前篠崎高校教員)
*「納屋校長の余りに情けない発言に終始したことにガッカリ。校長というよりも人間性を疑う。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(匿名)

*「塚内校長の本来『普通』であるはずの証言を、このように感激をもってきくという異常性！今までの校長の非人間性がますます明らかになりました。安心して、人を信じて、証言を聞けるとは、なんと落ち着くことでしょう。豊かな心で帰れます。　(渡辺容子・杉並の教育を考えるみんなの会)

*「篠崎納屋校長『教育のために』真実をという気持、考えがひとかけらも感じられない。『記憶にない』という言葉の連発に情けなさと怒りを感じました。塚内前校長は、納屋氏と較べて人間的に全く違う。管理職はせめて、塚内さんのようであって欲しい。このような人が校長をやめてしまうのは残念。現職管理職に知らせたい。今後塚内さんが不利益を受けないよう全力を挙げて守ってい
かなければと思った。B・C級裁判のことを思いだした。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小島昌夫・元都高教副委員長)
（傍聴者４５名。定員４０名に付き交代で傍聴。心から感謝しています。被処分者の会・星野）
＜メモ＞

*今まで裁判、人事委員会で３０名近い校長証言を聞いて来た。今日も前半の納屋篠崎校長の「覚えていない」「記憶にない」のオンパレードと「シドロ、モドロ」の答弁に、私同様、連日駆けつけている傍聴者の皆さんも、今日も又無味乾燥で欲求不満で一杯だったに違いない。後半登場の、前荒川商業校長であったが、自ら降格志望して平教員に戻った塚内先生の口から出る真実の言葉は、装飾もなく淡々と尋問に誠実に答えていました。ここ数ヶ月、都教委に重しを掛けられて、異口同音のロボットの虚しい声、何よりも子ども達の未来を一切考えずに、己の保身のみで逃げ回る校長ばかり見続けたせいか、改めて塚内先生の勇気ある発言を聞いて、「人間っていいなー」と思い起こしました。一昨日は、「君が代伴奏拒否」被処分者の仲間のコンサートに出かけ、芸術音痴の私も感動を分けて頂きました。己の良心を掛けて、「人間の素晴らしさを守り闘い続ける仲間」とこれからも共に歩んで生きたい。尚12/19(月)予防訴訟証人尋問・塚内前校長尋問・地裁１０３・１０時開廷
【２００５・１２・１６】
